
2021 年１０月３日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時からです。 
11 時からは録画を視聴できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■聖歌３６「ながまことは大いなり」（１，２節） 
①ながまことは大いなり たのむ神は君のみ  
 変わらぬ なが愛の手に ささえらるる命ぞ  
 
※ながまことは大いなれば  あしたごとに ほめうとう  
 恵み日々に豊かなり 御顔（みかお）つねに さやけし  
 
②季節ごとに花ひらき 星は空の道ゆく  
 御神（みかみ）の手の くしわざを もの みな ほめうたえり  
 
■鹿のように （１回） 

谷川の流れを慕う 鹿のように 主よ わが魂 あなたを慕う 
 あなたこそ わが盾 あなたこそ わがちから 
 あなたこそ わが望み われは 主を仰ぐ 
 
■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名

み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
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■交読 詩篇４６篇１～１１節 
１ 神は われらの避け所 また力。 
  苦しむとき そこにある強き助け。 
２ それゆえ われらは恐れない。 
  たとえ地が変わり 
  山々が揺れ 海のただ中に移るとも。 
３ たとえその水が立ち騒ぎ 泡立（あわだ）っても 
  その水かさが増し 山々が揺れ動いても。 
４ 川がある。その豊かな流れは 神の都を喜ばせる。 
  いと高き方のおられる その聖なる所を。 
５ 神はそのただ中におられ その都は揺るがない。 
  神は朝明けまでに これを助けられる。 
６ 国々は立ち騒ぎ 諸方（しょほう）の王国は揺らぐ。 
  神が御声（みこえ）を発せられると 地は溶（と）ける。 
７ 万軍の主はわれらとともにおられる。 
  ヤコブの神はわれらの砦（とりで）である。 
８ 来て 見よ。主のみわざを。 
  主は地で恐るべきことをなされた。 
９ 主は 地の果てまでも戦いをやめさせる。 
  弓をへし折り 槍を断ち切り 
  戦車を火で焼かれる。 
10 「やめよ。知れ。わたしこそ神。 
  わたしは国々の間であがめられ 
  地の上であがめられる。」 
11 万軍の主はわれらとともにおられる。 
  ヤコブの神はわれらの砦（とりで）である。 
 
 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 



■聖書朗読 詩篇８４篇１～１２節 
１ 万軍の主よ あなたの住まいは 

なんと慕わしいことでしょう。 
２ 私のたましいは 主の大庭（おおにわ）を恋い慕って 

絶え入るばかりです。 
私の心も身も 生ける神に喜びの歌を歌います。 

３ 雀（すずめ）さえも 住みかを 燕（つばめ）も ひなを入れる巣を 
あなたの祭壇のところに得ます。 
万軍の主 私の王 私の神よ。 

４ なんと幸いなことでしょう。 
あなたの家に住む人たちは。 
彼らはいつも あなたをほめたたえています。 

５ なんと幸いなことでしょう。 
その力があなたにあり 
心の中に シオンへの大路（おおじ）のある人は。 

６ 彼らは涙の谷を過ぎるときも 
そこを泉の湧く所とします。 
初めの雨も そこを大いなる祝福でおおいます。 

７ 彼らは力から力へと進み 
シオンで神の御前（みまえ）に現れます。 

８ 万軍の神 主よ 
  私の祈りを聞いてください。 
  ヤコブの神よ 耳を傾けてください。 
９ 神よ われらの盾をご覧ください。 
  あなたに油注がれた者の顔に 
  目を留めてください。 
10 まことに あなたの大庭（おおにわ）にいる一日は 
  千日にまさります。 
  私は悪の天幕に住むよりは 
  私の神の家の門口（かどぐち）に立ちたいのです。 
11 まことに 神である主は太陽 また盾。 
  主は恵みと栄光を与え 
  誠実に歩む者に良いものを拒まれません。 
12 万軍の主よ 
  なんと幸いなことでしょう。 
  あなたに信頼する人は。 
 
 



■聖歌６５１「罪 咎をにのう」（１，２節） 
①罪 咎をにのう  友なるイェスに 打ち明けうるとは  いかなるさちぞ  
 やすきのなきもの  悩み負うもの 友なるイェスをば  訪れよかし 
 
②試みのあした  泣きあかす夜 気おちせずすべて  打ち明けまつれ  
 われらの弱きを  知れる君のみ われらの涙の  もとをよみたもう 
 
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄え
み さ か え

あれ 御栄え
み さ か え

あれ アーメン 
 
 
                                  
 
【自宅での礼拝の手引き】 インターネット配信に対応できない方は、
下記を参考にしてください。声を出して行いましょう。 
 

・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられるこ
とを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心を一つ
にして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに現してく
ださい。私たちの救い主、イエス・キリストの御名によって
祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち合え

るものは何か思い巡らしましょう。それをささげながら歩め
るように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 聖
霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにありま
すように アーメン」 


